




























































































































































































































































































































































































校 1年生から中学校 1年生の 12名（定員 20名）で
あった。当館では、鎌倉彫の制作工程を映像で紹介し
た後に、漆器の取り扱い、調書・キャプション作成の
写真 30　ワークショップ参加者の名札見本
写真 29　バラまつり出張彫刻体験ワークショップ案内
写真 28　対談イベント風景
写真 26　地下道ギャラリー 50　展示風景
写真 27　鎌倉彫銘々皿「ジェイク」
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体験を実施した（写真 31）。また、同記念館では、ポ
スター資料の展示・チケットもぎりの体験、シアター
ルーム・映写室・旧和辻邸（旧川喜多邸別邸）の見学
を実施した（写真 32）。学芸員の職場体験を通して、
市内の文化財や文化施設を知ってもらう良い機会とな
った。
⑸　鎌倉市在住の音楽家・作家のイベント開催
　夜間の施設活用として、展示室を会場にした演奏会
や講演会を行い、その後カフェの特別ディナーを提供
するイベントの開催があった（写真33・34）。参加者
は毎回定員に達し（定員30名）、地域住民を中心に遠
方より来られた方もいた。昼間とは異なる特別な空間
を楽しむことができたと好評だった。
今後の課題
	以上のように地域活性化への取り組みとして、当館
が実施した事業を紹介した。これらのワークショップ
やイベントの参加者アンケートでは、当館の存在を初
めて知った、あるいは、知っていたがこれまで来館す
る機会がなかったという方々が半数以上であった。ま
た、リニューアルオープンの初年度と次年度の入館者
数は、リニューアルの前年と比べると約1．3倍に増加
していた。したがって、リニューアルを契機に当館の
活動が活発になったことは、会館の認知向上や新規入
館者獲得にある程度の効果があったといえるだろう。
しかし、平成30（2018）年の入館者数を見ると再び
減少していることから、平成28・29（2016・2017）
年の入館者数増加は、リニューアルによる一時的なも
のであるとわかる（図1）。いくら認知度が向上し、新
規入館者の獲得になっても一時的な増加に留まってし
まっては意味がない。では、当館のような小規模な施
設が、安定した入館者数を維持するには、どうすれば
よいか。それは、やはり「何回も行きたい・利用したい」
と思っていただけるようなリピーターを獲得すること
だろう。特に、鎌倉市内に住む地域住民のリピーター
獲得が、極めて重要であると考えている。そのためには、
一度来館した地域住民の意向調査を行い、その結果に
基づき地域住民のニーズに合った魅力的な鎌倉彫の展
示、イベント、ワークショップを企画する必要がある。
さらに、市内の学校、商店会の店舗、市内の文化施設
などでのアウトリーチ活動の強化も視野に入れている。
今後も当館は、このような地域活性化に向けた取り組
みをより一層充実させ、地域住民のリピーターを獲得
し、将来の鎌倉彫職人、鎌倉彫講習会員、鎌倉彫ファ
ンにつながるよう努めていきたい。
写真 31　鎌倉彫資料館（展示室内での動画視聴）
写真 33　展示室でのビオラダガンバ演奏会風景
写真 32　鎌倉市川喜多映画記念館（旧和辻邸でのワーク）
写真 34　演奏会後の食事風景
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